
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 5,100,000 5,100,000 0 5,100,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

9,471,000 9,471,000 9,471,000 28,413,000 9,471,000 9,471,000 28,413,000 10,505,000 9,491,000 9,491,000 9,491,000 38,978,000 95,804,000

9,471,000 9,471,000 9,471,000 28,413,000 9,471,000 9,491,000 28,433,000 10,697,000 9,162,000 10,097,000 10,943,000 40,899,000 97,745,000

9,471,000 9,471,000 9,411,000 28,353,000 4,371,000 9,991,000 23,833,000 10,397,000 9,162,000 10,717,000 6,874,000 37,150,000 89,336,000

9,471,000 9,471,000 9,471,000 28,413,000 9,471,000 9,471,000 28,413,000 10,505,000 9,491,000 9,491,000 9,491,000 38,978,000 95,804,000

9,471,000 9,471,000 9,471,000 28,413,000 9,471,000 9,491,000 28,433,000 10,697,000 9,162,000 10,097,000 10,943,000 40,899,000 97,745,000

9,471,000 9,471,000 9,411,000 28,353,000 9,471,000 9,991,000 28,933,000 10,397,000 9,162,000 10,717,000 6,874,000 37,150,000 94,436,000

事業費補助金:
5,184,000円
運営費補助金:
4,287,000円

事業費補助金:
5,184,000円
運営費補助金:
4,287,000円

事業費補助金:
5,184,000円
運営費補助金:
4,287,000円

事業費補助金：
4,085,000円
運営費補助金：
6,858,000円

事業費補助金：
3,550,000円
運営費補助金：
6,547,000円

事業費補助金：
3,510,000円
運営費補助金：
5,652,000円

事業費補助金：
5,790,000円
運営費補助金：
4,907,000円

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 観光協会活動促進事業 平成　10　年度　～　　　―　年度

事業性質区分 新規・継続  5－5－1 商工労働観光課観光係

目的
(何のために実施する
のか）

砂川観光協会の運営費および事業費（イベント補助）の一部を補助し、砂川市の観光事業の健全な発展と振興を図る。 砂川観光協会における運営費および事業費の一部を補助し、事業運営についても指導・支援を行う。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成10年に砂川市の観光事業の健全な発展と振興を図るため、市民、市民団体および事業者等が連携協調して、地域経済の発展と生活文化の振興に寄与することを目的とした砂川観光協会が設立されて以降、運営等に係る経費の一部を補助して
いる。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川観光協会
砂川観光協会が大きな柱としている継続事業や新規事業の支援につながり、地域の活性化、観光振興の推進に寄与でき
る。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

予算計上額

道 費

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実　績　額

計　画　額

予算計上額

実　績　額 9,471,000

事業費予算の
内容

運営費等：
745,000円増、イ
ベント団体補助：
2,280,000円減

運営費等：
895,000円増、イ
ベント団体補助：
40,000円増

ワカサギ放流事
業事業費の増額
20,000円増

前年度同額

9,471,000

事業費補助金：
5,204,000円
運営費補助金：
4,287,000円

事業費補助金：
5,184,000円
運営費補助金：
4,287,000円

事業費補助金：
5,184,000円
運営費補助金：
4,287,000円

9,471,000

9,471,000

一 般 財 源 計　画　額 9,471,000

9,471,000

実　績　額

予算計上額

実　績　額

前年度同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

前年度同額 PR等活動費：
214,000円増、観光
事業費：300,000円
増、イベント団体補
助：500,000円増

運営費等：
311,000円増、イ
ベント団体補助：
535,000円増

前年度同額

同額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

前年度同額

事 業 費 合 計 計　画　額

同額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

イベント実施の
ため
3月補正

冬のフェスティ
バルへの補助減

同額

実績との比較
（増減理由）

ポイントカード組合
解散による家賃・共
益費の増及び子ども
盆踊りへの補助増に
より3月補正

新型コロナウイルス
の影響に伴う各団体
の事業中止により
（事業費補助未執行
分）

同額 同額 同額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 9,471,000 9,471,000 9,471,000 9,471,000 9,471,000 9,471,000 9,471,000 9,471,000 9,471,000

実績値 9,471,000 9,471,000 9,411,000 9,471,000 9,991,000 10,397,000 9,162,000 10,717,000 6,874,000

計画値 1,890,000 1,899,000 1,901,000 1,926,000 1,934,800 1,943,600 1,952,400 1,959,000 1,970,000

実績値 1,436,300 1,375,000 1,367,300 1,234,337 1,209,300 1,412,700 1,622,640 1,625,230 879,245

計画値

実績値

計画値 566,000 568,900 571,600 577,000 579,600 582,200 584,800 587,400 590,000

実績値 450,900 461,000 423,300 395,698 405,600 390,800 516,348 540,751 402,384

達成されている 達成されている 達成されている

あまり上がってい
ない

上がっていない 変わらない

あまり上がってい
ない

上がっていない 変わらない

総合評価 問題がある 問題がある 普通である

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る。一方、市全
体の観光入込客
数及びハイウェ
イオアシス館以
外の観光入込客
数共に減少が見
られる。いずれ
も震災の影響に
よるものが大き
いと考えられ
る。

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る一方、入込客
数については減
少している。

自己分析：
補助金は観光協
会側で一部補助
事業の廃止が
あったことから
減額されてい
る。入込客数に
ついては減少し
ている。

判断理由：
補助金は計画通
り執行している
一方、入込客数
には反映されて
いないことか
ら、問題がある
と判断した。

自己分析：
補助金は予定通
り執行されてい
る。大型バスの
料金値上げがあ
り、大型バスツ
アーが減少し、
入込客数につい
ては全体的に減
少している。

自己分析：
補助金は予定通
り執行されてい
る。ハイウェイ
オアシス館にお
いて大型バスツ
アーが減少し、
入込客数につい
ては全体的に減
少している。

判断理由：
補助金は計画通
り執行している
一方、入込客数
には反映されて
いないことか
ら、問題がある
と判断した。

自己分析：
補助金は予定通
り執行されてい
る。ハイウェイ
オアシス館がリ
ニューアルし、
産直市場や新し
いレストランが
オープンしたこ
とで入込客数に
ついては増加し
た。

自己分析：
観光協会におい
て補助金を効果
的に活用し各種
イベントの充実
が図られている
ほか、リニュー
アルしたホーム
ページのアクセ
ス件数や市内に
おける入込客数
も昨年に比べ増
加しており、効
果的な支援が行
われているもの
と判断される。

自己分析：
観光協会におい
て補助金を効果
的に活用し、事
務所運営や各団
体への支援、
ホームページに
よる効果的な情
報発信が行われ
たほか、新規の
自主事業として
「マラニック」
を開催し賑わい
を得たことも観
光入込客数の増
加につながった
ものと判断され
る。

自己分析：
新型コロナウイ
ルスの影響によ
り、各団体によ
る事業が相次い
で中止となり、
観光協会経由で
支出している補
助金が未執行と
なった。
また、不要不急
の外出・往来の
自粛などの感染
拡大防止措置に
より、市全体及
びまちなか回遊
を行う観光客が
大幅に減少し
た。

判断理由：
補助金を活用し
たイベントの充
実と、ホーム
ページを改良し
た事によるＰＲ
効果によって、
昨年に比べ観光
入込客数が増加
したが、計画値
に届いていない
状況から普通と
判断した。

今後の方向性 手段の見直し 手段の見直し 現状のまま継続

活動指標２ 指標名： 指標の求め方：

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：市全体の観光入込客数 指標の求め方：北海道観光入込客数調査における市全体の年間観光入込客数

活動指標２
（単位/　　）

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：観光協会補助金額 指標の求め方：観光協会補助金額

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/円　）

9,471,000

9,471,000

成果指標１
（単位/人　）

1,917,200

1,362,000

H30：
観光協会の活動については、イベントの充実とともに、ホームページの改修による観光ＰＲが効果的に
行われていることにより、観光入込客数の増加につながっている。
観光振興の中核的存在として、事務局体制強化が図られるよう観光協会への補助を継続するとともに、
効率的な事業展開に向け連携を図っていく必要がある。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
観光協会については、その出自からもイベントへの補助金支出にウェ
イトが置かれており、観光ＰＲ等本来の観光事業にあまりウェイトが
置かれていなかった経過がある。しかし、協会内部からも観光ＰＲ等
の事業にも積極的に参画するべきだという意見も出ており、少しずつ
ではあるがそういった活動への参加も見られる。今後は事業内容を必
要に応じて検討しつつ、より効果的な観光事業の遂行に努めるべく支
援を行いたい。

成果指標２ 指標名：砂川ハイウェイオアシス館以外の観光入込客数 指標の求め方：北海道観光入込客数調査における市全体の年間観光入込客数のうち砂川ハイウェイオアシス館以外の年間観光入込客数（内数）

事業の効率性
(事業費に対する成果)

成果指標２
（単位/人　）

H28：
観光協会については、その出自からもイベントへの補助金支出に
ウェイトが置かれており、観光ＰＲ等本来の観光事業にあまりウェ
イトが置かれていなかった経過があるが、ここ数年は観光ＰＲ等に
も少しずつではあるが力を入れており、H28年度は、観光協会HPを
改修し、情報発信の強化を図る。今後は事業内容を必要に応じて検
討しつつ、より効果的な観光事業の遂行に努めるべく支援を行いた
い。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

自己分析：
補助金は予定通
り執行されてい
る。入込客数に
ついては全体で
は減少している
一方、オアシス
館を除く入込客
数は増加してい
る。

574,300

469,287



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

203,000 203,000 203,000 609,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 4,000,000 7,609,000

203,000 1,000,000 1,000,000 2,203,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 2,000,000 5,000,000 10,203,000

203,000 1,000,000 100,000 1,303,000 0 1,000,000 2,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0 3,000,000 6,303,000

203,000 203,000 203,000 609,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 4,000,000 7,609,000

203,000 1,000,000 1,000,000 2,203,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 2,000,000 5,000,000 10,203,000

203,000 1,000,000 100,000 1,303,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0 3,000,000 7,303,000

前年度同額納涼花火大会補
助金

納涼花火大会補
助金

第50回納涼花火
大会補助金

前年度同額前年度同額前年度同額

実績との比較
（増減理由）

同額 同額 同額 同額 同額 同額

前年度同額 前年度同額

第50回納涼花火
大会の中止によ
り

前年度同額

同額 同額 同額

第50回記念として
規模の拡大を図
り、街の賑わいを
促進するため増額

前年度同額 前年度同額 前年度同額

前年度同額前年度同額前年度同額

実　績　額

実　績　額 1,000,000

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 規模の拡大を図
り、地域への経
済波及を促進す
る狙いで増額:
797,000円

前年度同額

事業費予算の
内容

予算計上額

実　績　額

予算計上額 1,000,000

1,000,000

実　績　額 1,000,000

事 業 費 合 計 計　画　額 1,000,000

地 方 債 計　画　額

一 般 財 源 計　画　額 1,000,000

予算計上額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

道 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

砂川商工会議所（補助金支出先）
当市の夏を彩る風物詩として定着しており、地域住民をはじめ、近隣市町村から多くの見物客を集客しており、観光振
興と地域における経済波及効果が生まれている。

国 費 計　画　額

(26年度)

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

予算計上額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 納涼花火大会支援事業 昭和　46　年度　～　　　―　年度

実施４カ年
合　　　計

事業性質区分 新規・継続  5－5－1 商工労働観光課観光係

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

ラブ・リバー砂川夏まつりに併せて行われる納涼花火大会は、郷土の季節を彩る風物詩として定着してきた。
近年、周辺自治体等による花火大会が休止となるなか、砂川納涼花火大会が市民をはじめ近隣住民の楽しみとなっている。
行財政改革により、平成17年度及び平成20年度にそれぞれ10％の事業費削減を経ている一方、平成24年度より地域への経済波及効果を図り797,000円の増額を行っている。

目的
(何のために実施する
のか）

納涼花火大会に協賛する立場から事業費の一部を補助することにより、納涼花火大会が円滑かつ盛大に行われ、市民の融
和、市民生活の活力を養うとともに地域の活性化と観光振興の推進強化を図る。

納涼花火大会に協賛する立場から事業費の一部を定額補助金として交付する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

投
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れ
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【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 203,000 203,000 203,000 203,000 203,000 203,000 203,000 203,000 203,000

実績値 203,000 1,000,000 100,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0

計画値 1,890,000 1,899,000 1,901,000 1,926,000 1,934,800 1,943,600 1,952,400 1,959,000 1,970,000

実績値 1,436,300 1,375,000 1,367,300 1,234,337 1,209,300 1,412,700 1,622,640 1,625,230 879,245

達成されている 達成されている 達成されている

上がっていない 上がっていない 変わらない

少し上がっている 少し上がっている 少し上がっている

総合評価 良好である 良好である 良好である

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る一方、市全体
の観光入込客数
は減少してい
る。しかし、納
涼花火大会及び
同日開催されて
いるラブリバー
砂川夏まつりに
ついては、入込
数が毎年2万人
を数え、砂川の
名物イベントと
して定着してい
る事業であるこ
とから、本事業
は継続の必要が
あると考える。

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る一方、市全体
の観光入込客数
は減少してい
る。しかし、納
涼花火大会及び
同日開催されて
いるラブリバー
砂川夏まつりに
ついては、入込
数が毎年2万人を
数え、砂川の名
物イベントとし
て定着している
事業であること
から、本事業は
継続の必要があ
ると考える。

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る一方、市全体
の観光入込客数
は減少してい
る。しかし、納
涼花火大会及び
同日開催されて
いるラブリバー
砂川夏まつりに
ついては、入込
数が毎年2万人を
数え、砂川の名
物イベントとし
て定着している
事業であること
から、本事業は
継続の必要があ
ると考える。

判断理由：
補助金は計画通
り執行されてい
るが、市内の観
光入込客数に反
映されていない
一方、ラブリ
バー砂川夏まつ
りについては砂
川の名物イベン
トとして定着し
ている事業であ
ることから、良
好であると判断
した。

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る一方、市全体
の観光入込客数
は減少してい
る。しかし、納
涼花火大会及び
同日開催されて
いるラブリバー
砂川夏まつりに
ついては、入込
数が毎年2万人
を数え、砂川の
名物イベントと
して定着してい
る事業であるこ
とから、本事業
は継続の必要が
あると考える。

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る一方、市全体
の観光入込客数
は減少してい
る。しかし、納
涼花火大会及び
同日開催されて
いるラブリバー
砂川夏まつりに
ついては、入込
数が毎年2万人
を数え、砂川の
名物イベントと
して定着してい
る事業であるこ
とから、本事業
は継続の必要が
あると考える。

判断理由：
補助金は計画通
り執行されてい
るが、市内の観
光入込客数に反
映されていない
一方、ラブリ
バー砂川夏まつ
りについては砂
川の名物イベン
トとして定着し
ている事業であ
ることから、良
好であると判断
した。

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてお
り、市全体の観
光入込客数は増
加した。納涼花
火大会及び同日
開催されている
ラブリバー砂川
夏まつりについ
ては、入込数が
毎年2万人を数
え、砂川の名物
イベントとして
定着している。

自己分析：
前年度と同額の
補助を行い、例
年と同規模の花
火大会が開催さ
れた事で、同日
開催の「ラブ・
リバー砂川夏ま
つり」と合わ
せ、2万人ほど
の集客があっ
た。
砂川の夏のイベ
ントとして定着
しており、引き
続き、事業の充
実を図っていく
べきと判断され
る。

自己分析：
商工会議所にお
いて補助金を効
果的に活用し、
前年と同規模の
花火の打ち上げ
が行われたこと
で、同日開催の
「ラブ・リバー
砂川夏まつり」
の賑わいはもと
より、街全体の
観光振興につな
がったものと判
断される。

自己分析：
新型コロナウイ
ルスの影響によ
り、第50回の記
念事業として実
施予定であった
納涼花火大会が
中止されたとと
もに、不要不急
の外出・往来の
自粛などの感染
拡大防止措置に
より、「ハイ
ウェイオアシス
館」や「子ども
の国」を中心と
した観光入込客
数が大幅に減少
した。

判断理由：
補助金を計画通
りに執行し、同
規模の花火大会
が実施される事
で、砂川の夏の
イベントとして
定着している。
毎年2万人ほど
の集客がある事
から、総合評価
は良好であると
判断した。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

H30：
納涼花火大会は、同日開催の「ラブ・リバー砂川夏まつり」と合わせ、砂川の夏のイベントとして定着
しており、毎年、市内外から2万人ほどの誘客が見込まれる事業である事から、現状のまま継続する必
要がある。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
補助金は計画通
り執行されてい
る一方、市全体
の観光入込客数
は減少してい
る。しかし、納
涼花火大会及び
同日開催されて
いるラブリバー
砂川夏まつりに
ついては、入込
数が毎年2万人
を数え、砂川の
名物イベントと
して定着してい
る事業であるこ
とから、本事業
は継続の必要が
あると考える。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
納涼花火大会は砂川の夏の名物イベントとして定着しており、市民へ
楽しみを与える他、市外からの訪問客の誘致にもつながっており、市
内の経済効果にもつながることから、現状のまま継続することが必要
と考える。

H28：
納涼花火大会は砂川の夏の名物イベントとして定着しており、市民
へ楽しみを与える他、市外からの訪問客の誘致にもつながってお
り、市内の経済効果にもつながることから、現状のまま継続するこ
とが必要と考える。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/円　）

203,000

1,000,000

成果指標１
（単位/人　）

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

1,917,200

1,362,000

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：納涼花火大会補助金額 指標の求め方：納涼花火大会補助金額

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：市全体の観光入込客数 指標の求め方：北海道観光入込客数調査における市全体の年間観光入込客数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

－　－ －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 5,972,000 4,905,000 4,664,000 0 15,541,000 15,541,000

0 0 5,972,000 4,994,000 4,753,000 0 15,719,000 15,719,000

0 0 5,117,612 4,997,954 5,123,167 0 15,238,733 15,238,733

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 5,972,000 4,905,000 4,664,000 5,178,000 20,719,000 20,719,000

0 0 5,972,000 6,210,000 5,563,000 6,784,000 24,529,000 24,529,000

0 0 7,139,458 6,111,025 5,126,082 4,535,441 22,912,006 22,912,006

0 0 0 0 0 0 0 11,944,000 9,810,000 9,328,000 5,178,000 36,260,000 36,260,000

0 0 0 0 0 0 0 11,944,000 11,204,000 10,316,000 6,784,000 40,248,000 40,248,000

0 0 0 0 0 0 0 12,257,070 11,108,979 10,249,249 4,535,441 38,150,739 38,150,739

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ふるさと名物を活用した観光振興事業 平成　29　年度　～　　－　年度

事業性質区分 新規・継続 5－5－1 商工労働観光課観光係

目的
(何のために実施する
のか）

平成27年12月に「すながわスイーツ」で道内第1号のふるさと名物応援宣言を行い、お菓子の街として観光PRを行ってきたが、観
光入込客数は年々減少している。そこで、官民協働で砂川市の魅力再発見や地域の課題の分析調査を行い、砂川市の観光コンセプ
トを策定し、事業を実施、検証しながら効果的なプロモーションを実施し、すながわスイーツのブランド力向上を図るとともに、
道内外観光客やインバウンドの受け入れ体制の整備や農商工連携による新商品の開発などを総合的に推進することで経済効果を高
め、観光振興を図る。

官民協働で砂川市の魅力再発見や地域の課題の分析調査を行い、砂川市の観光コンセプトを策定し、事業を実施、検証
しながら効果的なプロモーションを実施し、すながわスイーツのブランド力向上を図るとともに、観光客の受け入れ体
制の整備や農商工連携による新商品の開発などを行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

スイートロード協議会、砂川観光協会、観光客 観光入込客数の増。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

砂川市では、平成14年5月に「すながわスイートロード協議会」を設立、平成27年12月に「すながわスイーツ」で道内第１号のふるさと名物応援宣言を行い、お菓子の街として観光ＰＲを行ってきた。しかし、観光客をいかに取り込むかが課
題となっている。そこで、官民協働で、砂川市の魅力再発見や地域の課題の分析調査を行い、砂川市の観光コンセプトを策定し、事業を実施、検証しながら、効果的なプロモーションを実施し、砂川スイーツのブランド力向上を図るととも
に、観光客の受入態勢の整備や農商工連携による新商品の開発等を総合的に推進することで経済効果を高め観光振興を図るため本事業を実施する。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

予算計上額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

予算計上額

実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 0

予算計上額 0

実　績　額 0

事業費予算の
内容

報償：400,000円、旅
費241,000円、需用
費：3,387,000円、役
務費：4,683,000円、
委託料：346,000円、
原材料費：100,000
円、備品購入費：
1,687,000円、負担金
補助及び交付金
1,100,000円

報償：840,000円、旅
費391,000円、需用
費：660,000円、役務
費：6,791,000円、委
託料：524,000円、原
材料費：70,000円、備
品購入費：478,000
円、負担金補助及び交
付金1,450,000円

報償：345,000円、
旅費200,000円、需
用費：1,494,000
円、役務費：
6,742,000円、委託
料：55,000円、原材
料費：30,000円、負
担金補助及び交付金
1,450,000円

報償：590,000円、旅
費80,000円、需用費：
1,106,000円、役務
費：4,158,000円、負
担金補助及び交付金
850,000円

※地方創生交付金事業
が終了したため、宣伝
誘致活動に要する経費
にて予算計上

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度の各種事
業の実績・到達
度を踏まえ減額

事業内容の変更
に伴う減額

補助事業終了に
よる事業内容の
変更に伴う減額

実績との比較
（増減理由）

事業内容の変更
に伴う増

事業内容の変更
に伴う減

事業内容の変更
に伴う減

新型コロナウイ
ルスの影響によ
る事業未実施に
伴う減



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 10 15 20

実績値 1 1 1 1

計画値 1,264,000 1,304,000 1,342,000

実績値 1,412,700 1,622,640 1,625,230 879,245

あまり達成されていない

少し上がっている

少し上がっている

総合評価 普通である

自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析：
計画通り執行し
ており、観光入
込客数も増加し
ている。砂川市
インバウンド受
入協議会と連携
しインバウンド
受入体制の強化
を図る。

自己分析：
「すながわス
イーツ」の魅力
を活かした街づ
くりを推進する
とともに、イン
バウンド受入協
議会の活動を支
援した事で、外
国人観光客を含
めた観光入込客
数の増加につな
がったと判断さ
れるが、外国人
の宿泊は1％に
も満たない状況
である。

自己分析：
地方創生交付金事業の
最終年（3年間）であ
り、「砂川の魅力を活
かした街づくりの推
進」として、マスメ
ディアを活用した効果
的な情報発信や各種イ
ベントでの観光PR、体
験観光の確立、インバ
ウンド対策などを積極
的に行ったことで、観
光入込客数の増加につ
ながったものと判断さ
れる。
しかし、新型コロナウ
イルスの影響もあり、
外国人宿泊率の増加に
はつながらなかった。

自己分析：
令和元年度を
もって地方創生
交付金事業とし
ての取り組みが
終了した事か
ら、3年間で
行ってきた補助
事業の内容精査
を行い、引き続
き、必要な観光
振興について実
施してきたもの
であるが、新型
コロナウイルス
の影響により、
観光入込客数及
び外国人宿泊件
数ともに減少し
た。

判断理由：
「すながわス
イーツ」の魅力
が道内・外に浸
透したことや、
外国人受け入れ
に係る環境整備
が進められたこ
とで、外国人を
含む観光入込客
数は昨年度に比
べ増加している
が、外国人の宿
泊客が伸び悩ん
でいる状況から
普通と判断し
た。

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：外国人宿泊率 指標の求め方：外国人宿泊率

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：観光入込客数 指標の求め方：観光入込客数

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
(単位/％)

成果指標１
(単位/人)

H30：
「すながわスイーツ」を活かした街づくりにおいて、効果的な事業を行うとともに、観光パンフレッ
ト、ホームページ、観光ＰＲブースへの出店、テレビ、ラジオ、雑誌、各種ＳＮＳなど様々な手法を用
いて積極的なＰＲ活動を行い、砂川市のイメージアップと知名度の向上を図っている事で、外国人を含
む観光入込客数の増加につながっているものであり、引き続き、内容の精査を行った中で観光事業の促
進を図っていく必要がある。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25： H28：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,708,000 1,708,000 0 0 0 71,000 71,000 71,000 71,000 284,000 1,992,000

1,708,000 9,000 0 1,717,000 71,000 71,000 213,000 71,000 71,000 71,000 71,000 284,000 2,214,000

964,425 9,000 71,000 1,044,425 62,835 32,400 95,235 0 28,877 0 58,069 86,946 1,226,606

1,708,000 0 0 1,708,000 0 0 0 71,000 71,000 71,000 71,000 284,000 1,992,000

1,708,000 9,000 0 1,717,000 71,000 71,000 213,000 71,000 71,000 71,000 71,000 284,000 2,214,000

964,425 9,000 71,000 1,044,425 62,835 32,400 95,235 0 28,877 0 58,069 86,946 1,226,606

実績との比較
（増減理由）

自転車購入をせ
ず、中古自転車
で事業を実施し
た為

同額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

計　画　額

0

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

事 業 費 合 計

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

砂川オアシスパークの眺望の良さを活かし、観光客誘致促進を目的とし遊水地周辺を無料レンタル自転車で回遊する事業として、平成23年度から実施。

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

オアシスパーク来訪者。
観光資源の魅力を掘り起こすことにより観光客等の市内滞在時間の延長が図られ、観光入込客数の増加とまちなか活性
化に寄与する。

事業性質区分 新規・継続 5 －5－2 商工労働観光課観光係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 観光客誘致環境整備事業 平成　23　年度　～　　　―　年度

目的
(何のために実施する
のか）

オアシスパークならではの眺望の良さを活用して新たなバスツアー等を誘致することにより、地域の特性を生かした観
光振興を図る。

自然体験型観光としてサイクリング用自転車を市民の寄贈により取得し、オアシスパーク来訪者に貸与する。

0

71,000

同額 同額 同額 同額

0

同額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

第３次実施４カ年計画

一 般 財 源 計　画　額 0

実　績　額

実　績　額

予算計上額

計　画　額

予算計上額

実　績　額

事業費予算の
内容

計　画　額

道 費

実　績　額

実　績　額

そ の 他

修繕が必要な
かったため

当初予算に比
べ、修繕が少額
であったため

修繕が必要な
かったため

当初予算に比
べ、修繕が少額
であったため

同額

当初予算より、
修繕が減少した
ことによる

同額H23新規事業 ヘルメット購入
費9,000円増

当初予算より、
修繕が減少した
ことによる

修繕が必要な
かったため

自転車の修繕を
行ったため

自転車用車庫購
入費

前年度予算と
の比較

（増減理由）

地 方 債 計　画　額

予算計上額 71,000

国 費 計　画　額

予算計上額

修繕料71,000円修繕料71,000円修繕料71,000円修繕料71,000円修繕料71,000円修繕料71,000円修繕料71,000円修繕料71,000円ヘルメット購入
費
9,000円



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 50 200 200 200 200 200 200 200 200

実績値 51 206 158 265 297 337 172 197 52

計画値 1,890,000 1,899,000 1,901,000 1,926,000 1,934,800 1,943,600 1,952,400 1,959,000 1,970,000

実績値 1,436,300 1,375,000 1,367,300 1,234,337 1,209,300 1,412,700 1,622,640 1,625,230 879,245

達成されている 達成されている ほぼ達成されている

あまり上がってい
ない

あまり上がってい
ない

変わらない

上がっている 上がっている 変わらない

総合評価 普通である 良好である 普通である

自己分析：
貸出数は概ね計
画通りであっ
た。一方、ツ
アーの誘致数に
ついては、平成
23年度まで実施
していた新聞社
主催のツアーが
中止されたこと
から、計画値に
は至っていな
い。計画値につ
いては平成23年
度は年度途中実
施であり、24年
度以降は1年度
実施を前提とし
た計画値であ
る。

自己分析：
貸出件数につい
ては計画より増
が見られる。一
方、観光客の入
込客数について
は計画値より減
少が見られる。

自己分析：
貸出件数、観光
客の入込客数共
に計画値より減
少が見られる。

判断理由：
貸出件数は計画
値を達成してい
ない一方、利用
者からはよい反
応が見られるこ
とから普通であ
ると判断した。

自己分析：
観光客の入込客
数は計画値より
減少が見られる
一方、貸出件数
は計画値より増
加している。

自己分析：
観光客の入込客
数は計画値より
減少が見られる
一方、貸出件数
は計画値より増
加している。

判断理由：
貸出件数は計画
値を達成してお
り、利用者から
もよい反応が見
られることから
良好であると判
断した。

自己分析：
観光客の入込客
数は前年度より
増加しており、
貸出件数も計画
値より増加して
いる。

自己分析：
サイクリング用
自転車の貸出件
数が計画値を下
回り、昨年度実
績からも大きく
減少している。
悪天候の影響も
大きいが、観光
入込客数が昨年
度実績に比べ増
加している事か
らも、貸出事業
のＰＲを積極的
に行っていく必
要があると判断
される。

自己分析：
サイクリング用
自転車は全部で
14台配置してお
り、シーズン開
始前の点検（Ｔ
Ｓ保険加入）に
よって安全な状
態で貸し出しが
行われた。
また、効果的な
観光ＰＲを行っ
たことで、利用
件数は昨年度よ
り若干増え、観
光入込客数の増
加につながった
ものと判断され
る。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染拡大防
止の観点から本
来5月から行っ
ていた観光自転
車の貸し出しが
8月からとなっ
たため、利用実
績が大幅に減少
した。
また、不要不急
の外出・往来の
自粛などの対策
により、「ハイ
ウェイオアシス
館」や「子ども
の国」を中心と
した観光入込客
数が大幅に減少
した。

判断理由：
観光入込客数は
昨年度実績に比
べ増加したとこ
ろであり、観光
の利便性として
の役割は一定程
度果たしている
ものと判断した
が、積極的な貸
出事業のＰＲに
より、オアシス
パーク周辺の賑
わいの創出を
図っていく必要
があると考えら
れる。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：サイクリング用自転車貸出件数 指標の求め方：サイクリング用自転車貸出件数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：市全体の観光客入込客数 指標の求め方：北海道観光入込客数調査における市全体の年間観光入込客数

173

成果指標１
（単位/件　）

1,917,200

H30：
本事業は、低コストで観光客の利便性が図られるため、利用者からも好評を得ており、積極的にＰＲを
行い利用を促進する事でオアシスパーク周辺の賑わいの創出につながると判断される事から、引き続
き、利用実態の把握を行った中で、観光客のニーズに対応した取り組みとなるよう検討を行っていく必
要がある。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
貸出件数、観光
客の入込客数共
に計画値より減
少が見られる一
方、貸出件数は
増加している。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
本事業は市民から提供を受けた自転車を活用しており、低コストで
あること、その一方利用実績が良く、利用者からも好評を得ている
ことから、継続していきたいと考えているが、中古自転車であり、
長期的な利用に不安材料もあることから、今後事業を継続するにあ
たり、自転車の確保について検討の必要があると考えられる。

H28：
本事業は市民から提供を受けた自転車を活用していることから低コ
ストであり、利用実績も良く、利用者からも好評を得ていることか
ら、継続していきたいと考えているが、中古自転車であり、長期的
な利用に不安材料もあることから、今後事業を継続するにあたり、
自転車の確保について検討の必要があると考えられる。

1,362,000

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/件　）

200

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)


